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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめに

　近年乗り物が普及して自分の足で歩く機会が減少してきた。特に青少年の間にその傾向が著しい。

今日の青少年は自転車やオートバイに依存する傾向が強く、小学生ですら通学以外の移動手段は専

ら自転車という姿が目立つ。山登りに行っても、出会うのは中高年者ばかりで、山から若者が姿を

消してしまったという声が各地で聞かれるようになフて久しい。　　　　　　■　　　■　■　　■

　しかし、歩かなくなづたのはなにも若者だけに限ったことではない。例えば、自転車､果てはモー

ターバイクに乗って犬を散歩させる年配の人がいる。あるいは、我が子を保育園に送り迎えする母

親は、ほとんどすべて車を利用している。それは幼い子どもに対する思いやりというよりは、自分

が歩きたくないがためと思えて仕方がない。こうして、人々の生活から歩行習慣が失われつつある

ように見える。このような現象はあたかも世の中全体が歩くことをいやかっているかの如くで、後

天性免疫不全症候群ならぬ後天先性歩行忌避症候群とでも言うべき事態になっている。　／

－、足の裏に注目

　新聞報道などによれば、最近の青少年の間で、足の裏にちょっとした異変が生じているというこ

とである。人間は自分の体重を足の裏で支えているが、普通は主として親指の付け根と小指の付け

根、それに蹊の三点で支持する。ところがこのごろは足裏全体で体重を支える人が増えているとい

うのである。これはあまり深く考えなければ、たった三点で全体重を支えるよりは足の裏全体で支

えた方が安定しているように思われる。しかし、足裏全体で支えるということは逆に言えば、足裏

全体が地面についていなければ安定しないということになる。

　つまり足裏全体で体重を支持するというのは人間本来めあり方ではないわけである。だから、そ

のような人はバランスよく直立静止することが苦手になる。あるいは不安定な足場ではバランスを

保持しにくいという不利をこうむる。それゆえ、平地では走るのが得意であっても、山道を歩くの

は苦手ということにもなる。事実、本学特設体育科の学生の中には、中高年登山者にとってなんで

もないような登山道をおぼつかない足どりで歩き、後で、大変疲れたという感想を漏らす者が少な

くない。キャンプ実習でこのような現実に接して驚く次第である。　　　　　十
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　こういう異変の原因としてはいくつかのことがあるだろ:うﾉがレ･ニ｡う……の呂゜大きな理由として年少時よ

り各種運動が十分なされていないということ、そしてなにより直立歩行をする機会に乏しいことが

考えられよう。冒頭に触れたように、青少年の日常生活の場から立づﾉﾆと及び歩行することが少な

くなったよその結果両足で体重をしっかり保持することを十分訓練すﾚるこどな｛√そのため足裏特

に土踏まず（足アーチ構造）の形成が不十分となって三点支持がうまくできないのではないか、と

いうことが容易に推察できる。　　　　　　　　　　　　　犬　　　＼‥‥‥‥万

　　　　　　　　　　　　　　　　二、歩行は人間の基本動作

従来、歩行は運動としてめ意味は大してないと考えられでぎたレ確かに積極的に体を鍛えようと

すれば歩行だけではもの足らないだろう。かといって、直立・二足歩行を大事にせずして、各種の

激しい運動を積極的に行ったとすればどうなるのか。どうも､最近の青少年運動選手にはこのような

例が多いように感じられる。数年前、学生対象に学内の移動手段にういで調べたことがある。学内

の移動手段として、①主に徒歩、②主に自転車、③徒歩・自転車半々　という内容であったが、一

学生が次のように答えていた。「①主に徒歩。ただしちょつと遠いところ、例えくぼここから学生会
　警　　　-･　　　－　　■･　　　　　＝　　Ｗ　　　--㎜　㎜
館までなら自転車」。「ここ」から学生会館までは、実は歩いても①分かからない わずか数十メート

ルに過ぎない距離なのである。この回答の真意がどこにあるのか、非常に理解に苦しんだことであ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼:一犬:｡｡　　●●●●●●　　　　●●

　ある人は「最近めアメリカ人は200メートル以上は歩かない丁と計ら」ヤレいる･が､/それは日本でもそっ

くり当てはまることであるノ高知大学の狭い構内（端から端まで歩いて数分）を移動する学生を観

察してみると、徒歩の者は半数に満たないことに気づくレ後は自転車である。＼し

　本間らの調査によると、高知大学生が「徒歩で用件を済ます距離は､」100 m以内が34％、300m以

内が27％で、500m以内と答えた者が全体の93％」に達し「これを平均値でみ羞と、約300m」1）で

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥　　　‥‥:…………j上

　大概の学生は大学から数百メートル以内に住んでいるが､ﾄ自転泉あ畜いはモー=ターバイクで大学

へやって来て、通学手段はモーターバイクで学内移動は自転車という者も少なくない（大学構内で

モーターバイクは禁止されている）。「歩く３分より自転車戸ﾚ如分」とても言っ六:らよいか、わずか

数分でも歩くことに億劫さを感じるのである。そこで授業が行われでいる教室め玄関前には自転車

の山ができる。歩くのは建物内だけ、しかもエレペーターがあれば階段は利用しない。建物の中で

はほとんど座わり続け、移動の時さえサドルに腰をおろすレ要するに立って脚ﾄ＼足で体重を受け止

める機会が極めて少ない。それでいて部活動で練習だ、稽古だ、トレ十二ングだといって激しく体

を動かす。果して基本動作をおろそかにして本当にうまくなれるのか､=強くなれるのか、体が丈夫

になるのか、とかねがね疑問に感じている。　　　　　　‥‥‥‥　‥‥J･=　　　‥

三、直立歩行は高級技術

水野祥太郎によれば、「動物界のなかには、後脚のみで生活をする=もめは、たくさんある」が、

「ヒトに似た足の形を待ったものはまったくない」呪土踏まずはサルにさえない人間特有のもの

である。エリマキトカゲのように短時間なら二足歩行をする動物もあヶるが､犬「横うとびも、前後へ

の速度の変化も、方向転換も、雑踏の中でもぶつからず、乗力物の中でも安定して立ち、数時間の

立ち仕事もでき、そして何キロも、何十キロ乱何日も歩きっづけ（立ちつづけ）ることが可能」

3)なのは人間だけである。
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　我々が何気なく行っている簡単な日常の立居振舞いだが、実に奥深い意味を待ったものであるこ

とに驚くｏ　　　　　　　　　　　　　　　　／．　　　　■　　■　　･･　・　　■　■　　　　・　　　　　・　■■

四、骨盤と足の発達

　ゴリラやチンパンジーも含めて、動物は骨盤が小さい（尻が小さい）が、人間は大変骨盤が発達

して大きい。人間の骨盤には強い筋肉群が付着していて、「骨盤と上体、骨盤と下肢との間につよ

い運動力をあたえている。下肢を股関節で横向きに開くのも、内に寄せて締めつけるのも、自由に

内外へ廻すのも、すべてごれらの骨盤筋群のはたらきであって､＼サル類では、この点が比較になら

ないほどに小かくて、かつ弱い」4）。要するに、人間の骨盤は「他の動物とは比較=にならないぽど

特殊なものであって」ノヘ人間が直立することの大きな意味がこ本にあると言える。

　このような骨盤が、人間に立つことや歩くことを可能ならしめているめであるが、その骨盤はも

ちろん、人間が直立および二足歩行の能力を獲得する過程で発達したものである。そして立つこと、

歩くことによって骨盤や足・脚が丈夫になるだけでなく、手の発達その他人間の諸機能の発達に大

きな影響力を及ぼす。人間は動物に比べると、実に多様な動作、姿勢をとることができるが、これ

も人間が二本足で立つからこそである6四ッ足動物の身体各部の運動の自由性は非常に限られてい

る。人間は二足直立生活を送るようになって以来、飛躍的に諸能力を発達させたのである。ト

　先に述べた足裏の三点支持機能は、人間がバランスよく各種動作・姿勢をとることを可能にする

基本である。バランスよく立てない者に安定した多様な動作・姿勢を要求するめはむずかしい。足

の裏は大きな問題を秘めている。･。。･･。　　　　　　　　　　･･･。。　　　　　　・･･　。。　・･･

五、昔、男の値打ちは

昨今アイドルスターが青少年の心をとりこにしている。いつの時代にも美男子はもてはやされる

が、それだけが男の値打ちを表すものではない。特に生産において人力に頼る割合が高かったかう

ての時代には、高い身体諸能力が求められた。具体的には、重量物運搬や長い距離を歩いたりする

ことである。女性にもてるのもよいことだが､重いものを持てるのはさらなる男の値打ちであった。

　今野道勝によれば、「江戸時代ごろまでは､･ほとんどの成人男子がプ日に約四〇キロを歩ぐこと

ができ、それも→日限りではなく、十数日間の長旅ができた」そうで√縄文人に至っては一日に百

キロも歩いたという推定さえあるそうである6）。‥　　ニ　：　　　　　　　　　　　　　　　‥‥　‥

六、ネパ＝ル人の歩行能力

　今野らの調査によれば、ネノしルの首都力士マンズの学生やサラリーマンは１分間に92～93メー

トル歩くのに対して上福岡市や久留米市の場合ぱごれより≒4～5/メートル少ないとのことである呪

ネパール人が背筋をしっかり伸ばしたすばらしい姿勢で、速ぐ歩く事実は筆者も実感七ていること

であるが、カトマンズでは数キロも歩いて通勤する人が少なくない。歩行時間の差がこめような結

果をもたらすのであろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　犬　　　　ノ

　七かし、カトマンズはネパールでは最も機械文明が進んだ都市であり、そこから一歩離れれば人

間の移動手段は依然として彼自身の二本足しかない。そのような環境に住む人の歩行能力はカトマ

ンズの人達より更に優れてい乙に違いない。　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　ついでながら、日本人の若い成人男子の歩幅は約80センチである。上述の福岡市や久留米市の場
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間にはまだ運動習慣がなかったという事実を物語つでいる。そして人々は、日常の歩行をなおざり

にしたまま激しい運動に汗を流しかし七かし後年､訃レーニングによってかえって身体をこわす人

が現れたり、マラソンやジョギング中の死亡事故が続発した町して反省が加えられ、そしてスポー

ツ科学者や医科学者らも従来のスポーツ選手一本槍から、一般人の運動条件についても考えるよう

になってきた。こうして、日常運動をしていない人なら激しい運動をしなくても、歩くだけで効果

があるということが指摘されるようになってきた６近年ではとりわけ中高年にとって、もっとも望

ましいトレーニングは歩行であるとさえ言われるようになづた。そ七て:「ウォーク」という雑誌ま

で定期刊行されている。また、新聞にも次項に代表されるように、歩行の効用や歩行の勧めを説く

記事が折りにふれて掲載されるなど、人間にとぅての歩行の重要性が強調されるようになったのは

好ましい傾向である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

八、歩行の効用

宮下充正らは、歩行の効用について行った実験に随して√次のように報告している8）。それは平

均年齢50歳の男女百人余りを対象として、12週間にわたって週１回以上、１回30分以上の早足歩行

を行ヶたというものである。それによれば、継続歩行トレプニングによって次のような効果が見ら

れた。①歩行中心拍の減少　②歩幅の増加（普通は加齢とともに減少する。過日、敬老の日にち

なんで百歳の老婆がテレビに登場したが､その歩幅は自らの足の一足分にも達七ないものであった。

すなわち、せいぜい20センチ内外に過ぎないのである。）③コレステ口－ルの減少（善玉は増加）

④中性脂肪の減少。　　　　　　　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　十　犬

　そして､宮下らはそのような結果を踏まえて次めよう仁言う。･まず､歩行は結構複雑な動作であっ

て上半身も使うら足の動きがスムーズになるノ足腰の筋肉が改善され従づて血行がよくなる。その

ことによって心拍が減少するから心臓の負担が軽ぐなる。呼吸数・量ともに減少して息切れしにぐ

くなる。脳の働きが活性化する。　　　　　.I　・
■･　　　■■　■　　■　･■　　■　■■　　　■　　㎜

　登山愛好者として知られる、日本共産党委員長の不破哲三は「午前は登山、午後は仕事（中略）

歩きながら頭を整理して、午後、机に向かうと、妙に能率があがる気がする」9）と言っているが、

そのようなことは多くの人が経験するところである。　　　　　　　　　　　　し　　　　１

このように見てくればわかるように、日頃あまり運動していない人にとっ･ては歩行は十分なト

レーニング効果をもたらすものである。普段からよぐ歩ぐ人が鍛錬のため走るというのならともか

く、あまり歩かない人がいきなり走るというのは問題であって、そのような人はまず歩行トレーニ

ングから始めるのが理にかなっていると言える。上ともかぐ、足が弱まれば老化が進むとも言われる

ように、歩行というのは実に大きな意味を有七た行為なのである。＼　　　
■　　　　■■■　　・

九、自然の中を歩く

　三嶺といえば、高知県では最も人気のある山と言ってよいとこれに登るのに、大抵の人は登山口

まで西熊林道を車で行く。この登山口まで、バスの終点影部落から歩けば２時間の道のりで､‥かっ

ては歩くのが普通であった。　　　　　　　　　　　　　上　　　　▽　　　　　　　　　犬

　今はほとんどが車で素通りするこの林道を歩いてみよう。ﾚ初夏のころ､道端にキイチゴの実がなっ

ていることに気づく。けれども、車の人にはまず気がつかない。車のスピードは小さなキイチゴを

視野に入れるには速すぎるのである。歩けばキイチゴだけでなく、道端の名もない花にも目が行こ

う。また、ヤマガラのさえずりや虫の鳴き声も耳に入ってぐ右。　　　　　／



　　６　　　＝　　＼　　　＝高知大学学術研究報告　第45巻ﾌﾟ………=･:万(万一1｡･996一年･.･=)･･.1:11.ｴ:..ljﾋﾟ会科学ﾚﾌﾞ……〉……1……]…………
　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　-心-　　　　　　　．

　人間の基本的移動手段は自らの足である．
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植物の名前を覚えるのは好ましいことである。しかし名前を覚えれば、それでただちに自然への理

解が深まり、愛着が増すというものでもなかろう。基本的に重要なのは、人間の五官をフルに働か

せて自然を感じとるということではないかと考える。

十一、林道を遠くから眺めると

　林道から眺める山々の眺望はまことに素晴らしいだろう。自然の美しさをたたえない人はまずい

ない。しかし、今度は逆に山々の方から林道を眺めてみよう。ところによっては稜線に接するまで

に高く延びた道路は山肌を荒々しく削り取り、削り取った土砂は谷を埋めている。山は無惨な姿を

さらけ出している。所々にある展望台と称する場所に至っては論外である。展望台からの眺望はそ

れは見事である。しかし、別の場所からその展望台を眺めれば実に怪異、思わず胸を痛める眺めで

あることが少なくない。

　そして人々は遠くの景色の美しさをたたえながら、足元に平気でゴミを投げ捨てる。遠くの美し

さは愛でながら、足元の汚さには全く無頓着である。海岸でも山でもドライブウェイを走ればこの

･ような例は容易に見られる。見晴らしのよい場所の足元（それは大概急角度で切れ落ちている）は

ゴミ捨て場かとまがうほどである。

　車で走れば視野は狭くなり、加えて先述のごとく人間の視覚能力の限界から言っても足元は見え

にくいから、このような近くの汚なさは目に入らず、しかもまわりは広い。さらに自分は瞬間的に

その場を立ち去ってしまうのであるから全然気にならないし、当然ゴミを捨てることにも抵抗がな

い。後は知ったことではないという状況なのである。この場合、自己と自然とは対照的な別物の関

係になっている。それに対して自己の足で自然の奥深くへわけ行くならば、足元から空遠くまで全

身で自然を感じとることができ、遠くも足元もともに一つの美しい自然であり、自分はそのただ中

に立ち入っていることにいやがおうでも気がっく。自己と自然とが一体となっていることを実感し、

この美しさを汚すまいという気持ちが自ずと生じて、素直な心で自然と接し、自然を愛でる気持ち

が生まれ来ることが期待できよう。

　山岳林道のドライブは車という一種のフィルターを通して点と線で自然と接することであり、自

然の奥深くへ分け行くのとは別の行為であると言わねばならない。しかしながら、歩行忌避症候群

に冒された人々はできるだけ歩かずに自然と接しようと欲する。こうして、事実上の観光道路が林

道という名目のもとに奥山深くまで敷設され、「山は山男だけのものではない」という理屈によっ

て一般に開放される。しかるにそうやって人々が辿り着いた自然は本来の意味での自然ではない。

いわば半人工的自然である。それに、車の騒音に悩まされながら自然のありのままの姿を感じとる

というのもそもそも無理な話である。

　こうやって、人は自然に近づこうとすればするほど自然から遠ざかるというパラドクスを生ずる

ことになる。

　もとより筆者も、山岳林道を全面否定するつもりはない。例えば、身体障害者や病人、老人や幼

児などだれもが簡単に自然の偉大な景観に触れることを可能とし、万人に大きな感動を与えている

林道の意義は認めなければならない。加えて、短時日めうちに少ない労力で奥深い山々の登山や自

然探索を可能ならしめていることは大きな効用である。

　なお、先に自然開発の例としてあげた瓶ヶ森林道に関して、次のように提言されたことがある。

「現在は大部分が未舗装のこの道路をどう生かすか６-村ではこれを全線舗装しマイカーによる観先

客を呼び込もうとしているが、これは典型的な従来型の開発で、三流の観光地への近道である。

（中略）まず、ここからいかにしてマイカーを排除し、人だけを入れるかに知恵を絞るべきだ」。現
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在、舗装工事が進行中で、この提言の基本が崩さﾀﾞれようこと==している状況であjる√さらに提言者は言

う。「道は舗装せず、部分的補強にとどめ、自転車専用道とする。（中略）つまり、トレッキングと

サイクリングを柱とした自然体験型だ。（中略）稜線の山道を辿石トレッキングに関しては､徒歩四、

五時間ごとに簡素な山小屋を配し」､･「自転車道にも、その中間点付近ﾚに宿泊の可能な施設を設けれ

ば、登山を組み込んだより幅のある楽しみ方ができる。 ＭＴＢを持っていない人のためには現地で

レンタルを行えばよい。さらにバスや代行運転などで、無駄のない人員輸送を実現すれば、ぐっと

利用しやすくなるノoし山岳林道に反対という場合､多上は自＼然像護め立梅からのもの七あり、

それはそれとしての意義を有しているが、この主張は自然を大切にしながら、レクリエーションの

場として利用の仕方を工夫しようという考えであり、今後のアウトドアレクリ耳－ションのあり方

に大きな示唆を与える新しい発想である。自然保護のため仁は人問を遠ざければよいという発想で

はなく、積極的に自然と対峙しつつ、自然の上手な利用の仕方を考えることが重要である。そして、

そのために人間が自然のただ中に分け入っていく場合の基本として､……機械的エネルギーに依存する

のではなく、排気ガスも人工騒音も出さない人間自らめ身体による方法、すなわち徒歩や｡･自転車を

中心に位置づけることが望ましいと考える。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おわりに　　犬　　　……:ﾉ:……………：

　ここまで述べれば、人間が本当に自然と接するためにはできるだけ人工の力に頼ることを避けな

ければならないことが理解されよう。それは第一に歩くことが基本とｿﾞなるべきではないかというこ

とである。歩くためには細い一本道があればことたりるし√やたらと文明の利器を持ち込むことも

制限される。なにしろすべてを自分の腕か背中で運ばねばこな=らないのであるから。

　歩くことは確かに便利ではない。そのため自然め申であ万うとレぽ常生活めI場であろうと、人間

はあまりにも歩くことを軽視するようになってしまった。そして、社会全体が歩行忌避症候群患者

に陥ってしまった。そのような患者に歩くことを要求するに)はむずか=しい。もっ｡ともっと歩くこと

を意識的に心がけ、歩行の意味を再発見して、歩行忌避症候群からめ脱却を真剣に考えなければな

らないであろう。さいわいここに至って、中高年の体力トレーニンフとしての歩行の効用が理解さ

れるなど、歩行の重要性が見直され始めたことに大きな期待が寄せら/れる。　∧

　機械力を利用して人間の行動範囲の拡大や、能率的な休暇の活用をｿ図ることは重要であ:るが、ア

ウトドアレクリエーションは日常的都会的レクリエーションとは異質なものであるはずであり、自

然の特性を生かしたアウトドアレクリエーションを考えるとき、行動の利便さや機能性の追求には

自ずと一定の限度があってしかるべきであろう。　　　　　∧　　　・。･。。･　　　･犬
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